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Monthly Opinion  ≪働き方改革の先頭に立つ≫ 
 

   

 

 厚生労働省のホームページ、『雇用・労働』ジャンルにある『「働き方改革」の

実現に向けて』を覗いてみますと、『「働き方改革」の目指すもの』という項目が

あり、次のように書かれています。 

 

我が国は、「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」「育児や介護との両立な

ど、働く方のニーズの多様化」などの状況に直面しています。こうした中、投資

やイノベーションによる生産性向上とともに、就業機会の拡大や意欲・能力を

存分に発揮できる環境を作ることが重要な課題になっています。 

「働き方改革」は、この課題の解決のため、働く方の置かれた個々の事情に応

じ、多様な働き方を選択できる社会を実現し、働く方一人ひとりがより良い将

来の展望を持てるようにすることを目指しています。 

 

これからの日本の社会を維持発展させていくために大変意味のある提言です

し、国家経営を担う政治家と官僚が推し進めなくてはならない重要な政策です。 

それでは、歯科医院経営を担う院長たちは、この政策目標をどのように受け止

めているのでしょうか。順次整備されつつある関連法案を経営の自由を縛るも

のと受け止めたり、労働者の権利がまた拡大されると考えたりしていないでし

ょうか。 

上記に引用した『「働き方改革」の目指すもの』の中の冒頭の言葉、「我が国」

を「我が歯科医院」と読み替え、文末二行目の「社会」を「職場」と置き換えて

読み直してみてください。様々に困難な環境の下にあって埋もれていた能力を

開花させ、未来に向って生き生きと働くスタッフの笑顔が浮かんできませんか。 

「働き方改革」は国の命令により何かを強制されるものではなく、歯科医院が

進んで取組み、自らがその先頭に立って推し進めて行く前向きな課題なのです。 

 

 

 

 

 
   

『働き方改革』の解釈 

厚労省のホームページに謳われた『「働き方改革」の目指すもの』の中で言わ

れている『働き方改革』という言葉の“定義”について考えてみました。 

１ ２つの角度から捉える 『働き方改革』 


